
認
知
症
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト

や
さ
し
く
寄
り
添
い
、
つ
な
が

り
、
未
来
へ
つ
む
ぐ

　
市
内
各
会
場
で
認
知
症
に
関
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

※
予
約
が
必
要
な
催
し
は
、
広
報
ほ
ん

じ
ょ
う
お
し
ら
せ
版
８

月
15
日
号
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

《
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
会
場
》

〇
展
示

期
間　
９
月
14
日
㈫
～
17
日
㈮　
午
前

　
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
17
日

の
み
午
後
３
時
ま
で
）

〇
相
談
会
（
予
約
不
要
）

日
時　
９
月
14
日
㈫
・
15
日
㈬　
午
後

１
時
～
３
時
、
16
日
㈭　
午
後
２
時
～

４
時
、
17
日
㈮　
午
後
１
時
～
３
時

《
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
会
場
》

〇
相
談
会
（
予
約
不
要
）

日
時　
９
月
18
日
㈯　
午
後
１
時
～
２

時
、
午
後
３
時
30
分
～
４
時

《
図
書
館
本
館
会
場
》

〇
敬
老
の
日
特
別
企
画
お
は
な
し
会　

日
時　
９
月
18
日
㈯　
午
前
11
時
～

対
象　
小
学
生
以
上

定
員
　
12
組
（
当
日
先
着
順
）

※
小
学
生
の
み
、
ま
た
は
家
族
で
の
参

加
も
可
。
申
込
不
要
、
直
接
会
場
へ
。

ＥＶＥＮＴ
催し・講座

介護保険課
☎ 25- １７２２

〇
書
籍
紹
介
コ
ー
ナ
ー

　
認
知
症
に
関
す
る
書
籍
を
紹
介

期
間
　
９
月
29
日
㈬
ま
で

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
　
は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

日
時　
10
月
１
日
㈮　
午
後
１
時
30
分

～
３
時
（
受
付　
午
後
１
時
～
）

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
２
階
活
動
室

Ｄ
・
Ｅ

講
師　
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
９
月
15
日
㈬
か
ら
電
話
ま
た
は

直
接
介
護
保
険
課
へ

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

日
時　
10
月
13
日
㈬
、
19
日
㈫
、
27
日

㈬　
全
３
回　
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
（
受
付　
午
後
１
時
～
）

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
２
階
活
動
室

Ｄ
・
Ｅ

対
象　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
受
講
し
た
市
内
在
住
・
在
勤
者
で
、

地
域
づ
く
り
へ
の
活
動
に
興
味
の
あ

る
方

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
９
月
15
日
㈬
か
ら
電
話
ま
た
は

直
接
介
護
保
険
課
へ

左から山形やよゐさん、小林良さん、河田雅子さん、
宮里充子さん

地
域
で
つ
な
が
り
、
支
え
る

　
身
近
な
と
こ
ろ
で
支
え
て
く
れ
る

存
在
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族

に
と
っ
て
心
強
い
も
の
で
す
。

　
認
知
症
の
人
や
家
族
の
思
い
、
そ

の
人
ら
し
さ
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

介
護
の
専
門
職
、
地
域
の
人
な
ど
が

つ
な
が
り
、
協
力
し
て
支
え
合
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
実
際
に
、
地
域
で
認
知
症
の
人
の

支
援
活
動
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

　
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
や
さ
し
い
地
域
づ
く

り
は
、
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
活
動
す
る
認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
人
や
、
医
療
機
関
・
介
護

事
業
所
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
人
と

支
援
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
や
、
認
知
症
の
人
が
地
域
で
必
要

な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
問

い
合
わ
せ
先
は
30
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

大事にしていること
◆最後まで自分らしく地域で住み続けることを

テーマにして、その人らしさを大切に、地域
の中でできることをしています。

◆認知症の人や家族に寄り添い、理解しようと
している気持ちを伝えることを大切にしてい
ます。

◆コミュニケーションを大
事にしています。認知症
の人や家族の話をよく聞
き、声かけをするように
しています。

活動する中で感じていること
◆認知症サポーター養成講座を受けた人が、街

中で困っている人に声をかけて、警察に連れ
ていったと報告してくれ
ました。認知症のことを
正しく知る認知症サポー
ター養成講座は大切だと
改めて感じています。

◆地域には、認知症の人の為に何かをしたい、
役に立ちたいと思っている人が多くいるのに、
どのように関わってよいのかわからないと
思っている人もいると感じています。

認知症の人が安心して暮らすために必要なこと
◆認知症になると、ばかにされるのでは、嫌が

られるのでは、と思って外に出るのがおっく
うになる人もいますが、誰かと一緒にいるだ
けでも気持ちが和むと思います。

◆子ども向けの認知症サポーター養成講座では、
子どもにもわかるように、やさしい気持ちで
皆仲良く、ということを伝えています。思い
やりの心で人と接することは、大切なことだ

と思っています。幼児、小学生、
中学生と積み重ねていくことで、
未来につながっていくと期待して
います。

◆介護者が疲れているといい介護はできませ
ん。介護者がリフレッシュする時間があるこ
とは大切です。

◆認知症の人が忘れてしまうのであれば、それ
を周りの人が覚えていて、ほんの少し手助け
をすれば、生活のしにくさが少し改善できま
す。 歳を重ねれば誰でも認知症になりうる、
でも、周りが何となく助け
てくれるから平気だよ、そ
れくらいの感覚に地域や家
族がなれたら良いですね。

左から市川美貴さん（南包括）、鳥海ひとみさ
ん（児玉包括）、稲田喜代江さん（西包括）、飯
島教理さん（東包括）

市

もっと知ってほしい、認知症のこと
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